
三重県

主 催 ： 公益財団法人どうぶつ基金

共 催 ： 三重県

協 力 ： 伊賀市・名張市・津市

伊賀保健所・鈴鹿保健所・伊勢保健所

（公財）三重県動物愛護管理センター

地元動物愛護ボランティア

期 間 ： 平成27年10月14日～15日（手術日）



【事業の特徴とねらい】

三重県が申請者となり、県内の伊賀保健所、鈴鹿保健所、伊勢保健所管轄地

区から、さくらねこTNR支援が必要な猫を捕獲し、一挙に手術を行う。支援

地区は合計17地区であった。県が旗を振り、さくらねこTNRを県内の保健所

と協働し、実施することで、さくらねこTNRの取り組みを水平展開し、飼い

主不明猫の減少に向けた取組を進めていくねらいがある。

地域の特徴

【三重県の現状】
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成熟個体 幼齢個体 成熟個体 幼齢個体

三重県 85 180 220 1,400 34 15 18 17 1,833 1,547

殺処分数
殺処分数
のうち

幼齢個体

区分
自治体名

猫

引取り数 処分数

飼い主から 所有者不明
返還数

返還数
のうち

幼齢個体
譲渡数

譲渡数
のうち

幼齢個体

三重県では平成25年度

1年間で1,833匹の猫を殺処分を行っている。

殺処分数のうち、離乳前の幼齢個体が84％

を占めている。したがって、不妊手術によって

84％の殺処分を予防することが可能な地域である。

成猫
16%

幼齢個体
84%

殺処分数の割合（三重県）

成猫 幼齢個体



申請事業の背景・必要性及び目的

１．申請事業の背景

三重県伊賀保健所において、昨年度よりどうぶつ基金の支援を受けなが

ら、地域住民、動物愛護ボランティア、三重県獣医師会伊賀支部等と連

携し、所有者不明猫の適正管理事業として、「地域猫活動」又は「TNR

活動」の推進を行ってきた。

この取組を県内の他の保健所に水平展開し、飼い主不明猫の減少に向け

た取組を進めていくため、呼びかけを行ったところ、津保健所及び鈴鹿

保健所管内の地区からも支援の要請があったため、当該地区の所有者不

明猫の不妊・去勢手術等も実施することとなった。（申請書より）

２．必要性及び目的

（１）保健所への引き取り、殺処分の回避

（２）猫の糞尿等による生活環境が損なわれる事態の回避

（３）「地域猫活動」又は「TNR活動」の周知と理解

（申請書より）

三重県からの申請を受け「さくらねこ一斉TNR無料不妊手術」を三重県

にて実施することとなった。
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手術会場：人権生活環境部環境政策課環境センター

猫の保管：各保健所等

捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 50

三重県動物愛護管理センター 11

伊賀保健所 4

名張市 8

ボランティア 20

合計 93

手術会場及び猫保管場所

手術会場の様子

捕獲器及びケージ台数

作成者（材料負担も含む） 台数

鈴鹿保健所 5

津保健所・津市・(公財）

三重県動物愛護管理センター
10

伊賀保健所 12
名張市 4

ボランティア 28
地域住民 57
合計 116



10月14日（水）

８：３０ 会場到着・設営

９：００ 朝礼

９：１０ 手術開始

１２：００ 昼休憩

１３：００ 手術再開

１７：３０ 手術終了

１７：５０ 撤収完了・終礼
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スケジュール

期間
どうぶつ
基金

三重県
職員

伊賀市
職員

名張市
職員

津市
職員

大紀町
/四日
市職員

（公財）
三重県動
物管理セ
ンター

ボラン
ティア

合
計

10
月
14
日

スタッフ
３名
獣医師
7名

5名 6名 2名 2名 1名 3名 7名
３
６
名

10
月
15
日

スタッフ
３名
獣医師
6名

4名 5名 2名 1名 1名 2名 6名
３
０
名

延
べ

19名 9名 11名 4名 3名 2名 5名 13名
６
６
名

協働人員数（手術日）

10月15日（木）

８：５０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼休憩

１３：００ 手術再開

１６：３０ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼



手術集計
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TNR数

オス メス 耳カットのみ 計

10月14日 45 64 0 109

10月15日 38 55 1 94

計 83 119 1 203

全頭に実施
ノミ・ダニ・回虫の駆除（レボリューション）、ワクチン、点
眼、補液５０ｃｃ

オス
41%

メス
59%

耳カットのみ
0%

手術割合（三重県）

オス メス 耳カットのみ



獣医師

山口武雄獣医師長(どうぶつ基金顧問 ) 日下部獣医師
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山口亮獣医師（ボランティア参加） 井村獣医師（ボランティア参加）

青山獣医師（ボランティア参加）

青島獣医師（ボランティア参加）
ダイゴペットクリニック院長

井上獣医師（ボランティア参加）

辻獣医師（ボランティア参加）
三重県獣医師会伊賀支部長



8

１．朝礼
手術開始前に、朝礼を行う。

２．手術準備
管理タグがついた猫を手術会場に搬入
し、安定剤、麻酔、抗生剤、ノミ・
ダニ・回虫の駆除（レボリューション）
を注射や投与していく。

手術会場の様子

３．ワクチン・抗生剤
全頭にワクチンと抗生剤を打つ。
保健所の獣医師がワクチン作りを
担当。
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５．不妊去勢手術

６．各方面からの視察
三重県保健福祉部泉課長を始め三重
県各方面から多くの方々が視察に来
られた。

手術会場の様子

４．耳カット毛刈り・ノミ駆除
手術する前に、みみ先カット（さく
ら耳）、毛刈りを行う。
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８．安静
手術と術後ケアが終わったら、洗浄
が完了したケージに再び戻す。

９．安静
手作りケージに戻されたさくら猫。

手術会場の様子

７．術後ケア
手術が終わった猫には、補液、目薬
耳掃除を行う。
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猫 保 護 用 ケ ー ジ 職 員 が 手 作 り

徳之島で考案された、ジャガイモのサンテナをリメイクした
手作りケージを参考に、保健所職員や、ボランティアが116
箱手作りした。捕獲器よりも外の景色が見えにくくなってい
るため、猫が落ち着いている。また、麻酔を打ちやすいよう
に工夫されており、創意工夫と猫を思う気持ちが伝わってく
るケージであった。

ケージの入り口側写真
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三重県獣医師会伊賀支部との連携

三重県獣医師会伊賀支部が平成27年度からどうぶつ基金が
実施する「さくらねこ無料不妊手術事業」の協力病院となっ
た。それに伴い、今回の出張手術に、三重県獣医師会伊賀支
部長辻獣医師（鴻之台動物病院）が両日ボランティア参加し
た。また、伊賀支部の動物病院である佐々木獣医師（つつじ
が丘動物病院）も視察と協力に訪れた。

佐々木獣医師（左） 辻獣医師

三重県獣医師会伊賀支部が平成
27年度からどうぶつ基金が実
施する「さくらねこ無料不妊手
術事業」の協力病院となったこ
とは、地元情報誌「伊賀タウン
情報YOU」にも大きく取り上
げられた（右画像）。
記事詳細は、
P.15メディア掲載ページ参照。



メディア掲載（伊賀タウン情報YOU）
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メディア掲載（毎日新聞）
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メディア掲載（伊賀タウン情報YOU）
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